
 

各世代がつながる地域づくり 
～これからの舞鶴版社会教育の仕組み～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月２２日 

第３１期舞鶴市社会教育委員会議 

 



 

目次 

 

 

 はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

１ 社会教育におけるつながりづくり・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

（１）今日における世代間のつながりづくりについて・・・・・・・・・２ 

（２）今日のつながりづくりの課題について・・・・・・・・・・・・・３ 

２ 集いの場を拠点にしたつながりづくり・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 （１）集いの場のあり方について・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 （２）集いの場に関係する方々の意識の持ち方について・・・・・・・・６ 

３ これからの集いの場における仕組みづくり・・・・・・・・・・・・・８ 

（１）人と人をつないでいく仕組みについて・・・・・・・・・・・・・８ 

（２）開かれた集いの場について・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

４ 事例調査・アンケート調査からの考察・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（１）「夜久野地域公民館・和田公民館」事例調査・・・・・・・・・・１１ 

（２）「学びの機会」「交流の機会」意識調査・・・・・・・・・・・・・１３ 

（３）モデル事業の実践・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 

おわりに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 

資料編・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

 

 
 
 



1 
 

はじめに 
 
 
近年、地域社会においては、少子高齢化に伴う人口減少、価値観の多様化など

から、人と人のつながりが希薄化し、災害等が発生する度に地域社会における人

との絆や、関わり合いの大切さが社会的課題として指摘されています。 
昨今の自治体における地域づくり政策は、この様な現状を踏まえた、安心安全

な地域社会を構築するための取り組みが進んでいますが、その実現には、地域コ

ミュニティの構築と学びを焦点とする、社会教育の基盤づくりが不可欠なもの

であると考えられています。 
前期、第３０期社会教育委員会議は、このような地域社会の背景を整理し、人

がつながるためのきっかけ、人を育成するための重点等を示した、建議「人をつ

くり、地域を創造する生涯学習社会の推進～舞鶴版社会教育のあり方～」を作成

し、今後の社会教育を基盤とした「地域づくり・人づくり」のための指針として

位置付けることとしました。 
それらを踏まえ、今期、第３１期社会教育委員会議は、前期建議を実行し、生

き生きと心豊かに生活できる社会基盤を構築していくために必要な、社会教育・

生涯学習を通じた学びとは何か、住民が集い、活動し、相互に良い関係を築きな

がら、つながりを創り出す集いの場のあるべき姿とはどういうものなのか、また、

その仕組みづくり等について具体的な方策を議論していくことが必要であると

考えました。 
社会教育を基盤とした地域づくりは、今後、益々重要になってくると思われる

ことから、人々が集う拠点機能の重要性や、人と人をつなげる人材の育成も大き

く期待されています。このたびの建議は、人々がつながり、人が育成されていく

集いの場に焦点をあて、そのあるべき姿を分析し、方向性、仕掛けづくりなど白

熱する議論のなかで真剣に各委員が取り組んでまいりました。 
本建議を「地域づくり・人づくり」のために社会教育行政としての実行計画と

して受け止めていただき、また、本市の多くの社会教育関係者や地域で活躍する

実践者等で共有されながら、多くの人の手で舞鶴市社会教育の一層の充実と地

域社会の活性化に向けた取り組みが推進されることを期待するものであります。 
 

 
 
舞鶴市第３１期社会教育委員会議 

会長 福原 習作 
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近年の地域社会においては、少子高齢化による人口減少、地域コミュニティ

の衰退などから生じる人と人とのつながりの希薄化など、様々な地域課題が指

摘されています。今後、より複雑化する課題を解決し、豊かな地域社会を創造

するためには、住民自らが担い手として、その課題に向き合い主体的に関わっ

ていくことが必要と考えます。そのためには、一人ひとりが学びを通じて成長

し、他者と良い関係を築きながら、その成果を地域へ還元できる社会を実現す

ることが必要になると考えます。 
社会教育は、その学びを通じ個人の成長を促し、他者と学び合い、認め合い

ながら、つながりを形成していくものであることがその特徴と考えます。中央

教育審議会答申「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方

策について」（平成 30 年 12 月 21 日）では、今後の社会教育のあり方として、

住民が関心をきっかけに、学びの場へ参加することで前向きな地域の活力を生

み出すこと、学びの場での住民のつながりや相互承認の関係は、豊かな地域コ

ミュニティの基盤となること、住民のつながりの中で、人々の主体性が基盤と

なり持続可能なものになるという効果が期待されるとまとめています。 
舞鶴市社会教育は、第３０期社会教育委員会議建議「人をつくり、地域を創

造する生涯学習社会の推進～舞鶴版社会教育のあり方～」において、地域の現

状と課題を整理し、社会教育の学びを、地域づくり・人づくりに生かしていく

ことをまとめ、今後の地域づくり・人づくりのための指針とすることとしまし

た。 
この建議を地域社会において実践していくためには、各世代が繰り返し関わ

ることで、伝え受け継ぎながら世代が世代を育てることが重要であり、その中

心となるものが、学びの場を拠点にした住民相互のつながりづくりではないか

と考えます。 
 
 
 
〇現在、社会教育の取り組みについて全国的にどのような内容が評価されてい

るのかを把握するため、優良公民館表彰に関する資料を分析しました。具体的

には、2018 年度の第 71 回優良公民館表彰の資料に記載されている「公民館の

概要」、2019 年度の第 72 回優良公民館表彰の資料に記載されている「審査委

員評価コメント」について、どのような文言が多く使用されていたのかテキス

トマイニングという手法を用いて分析を行いました（資料編参照）。 

(１) 

１ 社会教育におけるつながりづくり 

今日における世代間のつながりづくりについて 
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○その結果、全国の優良公民館表彰において評価される対象として、2018 年

までは、世代間交流や住民の主体的な学びを支援することで、住民自身の地域

課題に対する解決促進、学びを通じた健康増進、生きがいや新しい仲間を持つ

といった、自らの居場所づくりへの取り組みが評価されてきました。 
 
○2019 年の評価対象としては、更なる多世代交流の拡大、とりわけ、小学生、

中学生が地域行事で活躍できる場の提供、若い世代の地域参画、子どもと高齢

者を結びつける取り組み、学校と地域、様々な団体と連携した地域づくり、住

民アンケート調査などの活用、多様な世代や団体等と連携、交流しながら地域

人材の育成につなげていくことが評価されてきています。 
 
○以上のことから、優良公民館表彰における評価傾向は、多世代交流を通じ、

幼いころから様々な世代と交流し、地域行事などで若い世代に活躍の場や社会

的役割を与えることで、自己肯定感や地域帰属意識を醸成し、各世代を巻き込

んだ地域コミュニティの活性化につなげていくものが期待されていると考え

られます。 
 
 
 
 〇世代間のつながりは、各世代が関わり続けて創られていくものと考えます。

そのためには、個々が自立して動き出すための仕掛けが必要になります。私た

ちが考える自立とは、各世代が地域社会の中で、他者や物事に関心を持ちなが

ら、自主的に関わり、生きていくという意味であると考えます。 
 
〇地域社会の基盤は、地縁・血縁、会社など利益共同体の他に、サークル活動、

文化的趣向など興味・関心をきっかけに緩やかにつながりを持てるものもあり

ます。そこでは、他者と協働しながら、認められているという肯定感などを得

ながら、役割や出番、楽しさを生み出し、つながることができると考えられる

ことから、この様なつながり方も増やしていく必要があると考えます。 
 
〇世代交代がうまくできている事例では、様々な世代の考え方などを柔軟に取

り入れている例が多いことから、多様な世代が活動しやすい環境を徐々に構築

していくことが、次世代継承につながるのではないかと考えます。 
 
〇また、地域社会のなかでの積極的な活動が期待される現役世代の社会参画を

促進する意味でも、アンケート調査等でニーズ把握や、これまでから社会参画

する人の行動分析をするなど、現役世代を巻き込みやすい環境をつくることが、

(２) 今日のつながりづくりの課題について 



4 
 

今後必要ではないかと考えます。 
 
 
 
 

 
近年の地域社会においては、少子高齢化の進行に伴い、家族構成などその形

態も変容するなか、個人の価値観は多様化し、人のつながりが希薄化している

と言われています。 
住民自治という意味においては、これまでからお互いの顔が見える場で対話

し、他者とともに支え合いながら、地域社会を創り上げてきました。その拠点

となるのは人が集う場であり、その拠点の活性化が地域社会の発展につながる

ものと考えます。 
社会の変化に伴い、集いの場は、その形態も変化していくものですが、人が

集う場は、その大きさに関係なく、ある種のコミュニティが形成されると考え

ることから、その空間に、意義やあり方を見出し共有することが大切であると

考えます。 
 

 
 
 
 人の集いは、一つの社会を創り出すことにつながると思われます。しかもその

営みは、緩やかさのなかで、交流が繰り返されることで、自らを動かす原動力に

なり、まちの活性化につながるのではないかと考えます。そのような地域社会を

創り出すため、集いの場とは次のような役割を持ち、人が育成されていくことを

認識し共有することが大切であり、小さくてもそのような場づくりをすること

にその本質があると考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 集いの場を拠点にしたつながりづくり 

(１) 集いの場のあり方について 
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人のつながりは、関心を持ちながら集い、楽しさや共感を得ることで、最初は

小さな関係づくりから始まり、やがて一つの社会が形成されていくのではない

かと考えます。 
また、その様な場では、今まで出会うことのなかった多種多様な背景を持っ

た人達がつながり、やがて自分の居場所を見つけられることにもつながるので

はないかと考えます。 
 
 
 

 
人が集う場では、交流、協働などを通じて、知恵が生まれたり、コミュニケー

ションや人と人との関り方、多様性など様々なことを学び、自己の成長につな

げ、内面的にも充実感を得ることができるものと考えることから、集いの場は、

人が成長するきっかけになるものと考えます。 
 
 
 
 

人が集う場では、皆で協力しながら新たな活動を形にし、何かを生み出す可

能性を秘めていると考えます。例えば、参加、体験型の集いでは、お互いが認

め合い、受け入れ、役割を得ながら、他者に依存することなく自らの価値を創

出することで、単なる参加者から始まった活動が、気が付けば自身がリーダー

もしくはフォロワーとしての感覚と意識を持てる場につながり、少しずつ自立

した人材が育成されていくものと考えます。 
 
 
 

① 「結ぶ」 個人と社会をつなぐ場 

② 「育つ」 自己の成長が得られる場 

③ 「創る」 自身が当事者になる場 

集いの場のあり方 
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これまで、集いの場のあり方、役割について議論してきましたが、どれだけ素

晴らしい機能を持った集いの場であっても、どれだけそこに人が集い、学びの仕

掛けが講じられていたとしても、集いの場に携わる人材が熱意を持ち、そこに集

う人達をつなげるために動かなければ何も生まれないと考えます。人が成長す

るのが人の輪の中であるとしたら、人を育てるのもまた人であると考えます。そ

ういう意味では、集いの場に携わる人材に求められる役割は重要であると考え

ます。 
以上のことから、集いの場に関係する方々の持つべき意識を次のように定義

するとともに、そのような意識を持てる人材を育成し、そこに携わることの大切

さを自覚することが大切であると考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 集いの場に関係する方々の意識の持ち方について 
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集いの場に関係する方々の意識の持ち方としては、そこに集う人たちが将

来どうなってほしいのか、どんなことを伝えたいのかなど、そこに長期的な

目標を持ち、思いを持つこと、また、そのことを自身の喜びにすることが、

集う人達を成長させていくためには欠かせないのではないかと考えます。そ

して、関係する方々皆でその思いを共有し、同じ方向を目指すことが、後継

者を育成することにもつながるのだと考えます。 
 
 
 

 
人のつながりは、どの様な形にせよ、縁が重要であると考えます。そのため

には、コミュニケーションなど会話が重要で、親しみを感じまた次も訪れた

くなるという感情は、そこで生まれる嬉しさ、安心感、楽しさなどではない

かと考えます。むしろ、本当に嬉しいや楽しいという感覚は、集う人たちと

の達成感、認められているという肯定感、相互承認などが重なり合うことで

生まれてくる社会的なものではないでしょうか。このような嬉しさや楽しさ

を覚えてしまうと、また次も何かをやってみたくなる、これが次に人を動か

す原動力となると考えることから、言葉が紡ぐ縁はとても重要であると考え

ます。 
 
 
 
 
集う人達の主体的な行動を生む原動力は、上記のような小さな関係作りか

ら始まると考えます。この関係性を必要以上に拡大したり、無計画に結びつ

けてしまうと、独自性がなくなり、価値観など異なるものを排除したり、か

えって消滅してしまうことにもつながりかねません。あまり急がず、楽しさ

を覚えた人達が、緩やかに関心を持ちながら、新たにやりたいことがあれば、

次のグループを創り、活動を継続させていくのを支え見守り、コーディネー

トしながら、大きな社会につなげていくことが重要ではないかと考えます。 

関係する方々の意識の持ち方 

①  目的を持ち、思いを持つこと 

② 言葉を紡ぎ、縁を築くこと 

③ 社会と人をつなぎ、育て見守ること 
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第３１期社会教育委員会議は、公民館などの優良事例調査における実践者

との意見交換、３０代から５０代を対象にした市民アンケート調査の分析な

どをもとに、今後も、その時に順応した集いの場を沢山創り、継続させ、よ

り活性化させていくための仕組みづくり、あり方について以下のとおり考え

るものです。 

 
 
 
 

 
近年の地域社会では人のつながりが希薄化していると言われています。その

様な状況下で人の交流を促進させるためには、集いの場での地域住民の様子

や活動状況を可視化し、また、積極的にコミュニケーションを取るなど、まず

は、誰でも立ち寄りやすく、参加者の負担を軽減しながら、気軽に日常的な交

流を促進する社会基盤を実現させていく工夫が必要と考えます。 
 
 

 
人が興味や関心を持ち、気軽に足を運びたいと思えるためには、そこで行わ

れている催しや参加者の活躍する様子が常に伝わるよう情報を発信していく

ことが必要です。年代に応じたＳＮＳ等を駆使し、またＩＴが苦手な世代には

積極的に地域に入り会話により情報を伝え、そこで得られた情報などをＳＮＳ

等で更に拡散していくことで、多くの世代に地域の人や、様子などを伝え、少

しでも興味関心を持ってもらうことが重要だと考えます。 
 
 

 
集いの場の関係者は、多様化するニーズに対応するために、地域に溶け込

み会話する中で、住民ニーズを捉えていくこと、また、定期的にアンケート

調査等を実施しながら、各世代のニーズや現状、行動把握等、その傾向など

を掴みながら、多様な世代を取り込むためのアイディアに生かし、催しなど

につなげていくことで、満足度を与え、リピーターを増やしていくことが重

要であると考えます。 

(１) 人と人をつないでいく仕組みについて 

これからの集いの場における仕組みづくり ３ 

①居心地の良い場所をつくる

②地元を知って皆に伝える 

③皆が望んでいるものを知る 
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コロナ禍においては、顔を合わせたリアルな交流が難しくなっています。し

かし、そういう時にこそ情報技術を駆使し、オンラインによる交流を実施する

ことで、新たなつながり方を発見できる可能性があると考えます。全てのつな

がりづくりがオンラインで実現できるとは限りませんが、状況に応じて使い分

けていくことが、人のつながりを継続させていく方法であると考えます。 
 

 
 
 

 
 
〇地域社会では、地域課題やニーズが複雑多様化、専門化しています。それら

様々な課題に対応するためには、地域を熟知する人、専門的な知識を持つ人な

ど様々な人との連携が必要になると考えます。 
 
〇各世代がつながり、地域を活性化するためには、地域の現状と課題を把握し、

斬新な発想と企画力が必要になると思いますが、個人の力では限界があり、い

ずれは行き詰まることが予想されます。昨今では、NPO や社会教育団体、高

等教育機関、市民活動をする団体等様々な団体が地域課題の解決に取り組んで

いることから、その様な団体と積極的に連携・協働し、効果的な手法を取り入

れ、時には、集いの場の関係者はその団体をつなげ、コーディネートし、課題

解決にあたり相乗効果を得ることが必要だと考えます。そして、それが当たり

前の姿になることができれば可能性が広がるのではないかと考えます。 
 
〇また、近年では、定年退職後も再任用等で働く期間が延長され、なかなか地

域に戻ってこられない忙しい世代が増えています。人生１００年時代を迎えよ

うとしている現代では、元気な高齢者、現役を引退した特に７０代世代の活躍

が期待されることから、この世代を積極的に地域活動に誘い協働していくこと

も必要であると考えます。 
 
 
 
〇地域には、これまで培ってきた技術や知識、経験を持つ人、様々な人脈を持

つ人、人づくりに情熱を持つ人など多くの住民が存在していると考えます。今

後は、そういった人材を例えば公募などで集いの場に配置し、周りに良い影響

(２) 開かれた集いの場について 

④新しい技術を使う 

①色んな人と協力する 

②心が通い合う集いをつくる 
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を与えながら、全体的な人材資質の向上につなげて相乗効果を得る必要がある

と考えます。また、様々な「学び」を地域社会のいたるところに仕掛け、地域

課題の解決へと導き、地域づくりの展開をコーディネートする専門職である

「社会教育士」の存在も大きな役割を果たすと言われています。この様な人材

を若いうちから育成し配置することで、将来を見据えた地域コミュニティの活

性化につながるのではないかと考えます。 
 
〇集いの場では、今まで述べてきたように、集いの場のあり方を熟知し、人づ

くりに熱意ある人材を配置していくことが重要であると考えることから、そこ

に配置する人材は、研修などで十分そのことを学び、実践していくことで集い

の場の活性化につなげていけるのではないかと考えます。 
 
 
 
〇集いの場の役割は、これまで述べてきたように、住民が集い、ゆるやかな輪

の中で活動が始まり、大小に関係なくコミュニティが生まれ、学びを得ること

で人が成長するきっかけになる、つまり人づくりの拠点であると考えます。 
 
〇近年では、コロナ禍において以前とは異なる生活スタイルを余儀なくされ、

気軽に集うことが難しくなっていると思われます。しかし、この様な状況にお

いて、それでも集う人達は、集うことにどの様な価値を見出し、その効果があ

るのか、その過程が大切なのではないかと考えます。 
 
〇以上のことから、集いの場について考察する場合、そこで集う人達は、集う

ことでどの様に成長しているのか、そしてそれがどの様な効果を生じさせてい

るのかを分析することで、集いの場に参画しない人を誘い、活性化へのきっか

けにすることが重要ではないかと考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③集う人達の特徴を知る 
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  今回、第３１期社会教育委員会議は、建議内容をより充実させるため、実

践者との意見交換や住民アンケート調査の分析結果をもとに考察し、今後の

舞鶴版社会教育の仕組み、あり方に生かすこととしました。調査内容、分析

結果は以下の通りです。 
 
 
 
 
① 人が集う仕組みについて 

 〇両公民館では、公民館事業をＳＮＳ、館内展示、ホームページ、チラシ等

を駆使し、そこで活躍する住民の活動状況を様々な機会を利用し情報発信さ

れていました。こまめな情報発信をすることで、それを目にする住民は、事

業や他住民の活動に徐々に関心を持ち、それが新たな参加者の獲得につなが

っていることから、これまで以上活動に積極的になれているのではないかと

考えられます。 
 
〇和田公民館では、公民館事業の他にも地域の行事、催し、住民、季節の変

化など、館長が地域に溶け込み、些細なことでも情報発信がされていました。

地域に入り込むことで、住民の声を直接聞き、そのことを情報発信すること

で、地域住民は地域のことに関心を持ち、更には、公民館職員と地域住民の

つながりを深めるきっかけが生まれやすくなるのではと考えられます。 
 
〇両公民館は、自分達で実施するのが難しいと思える事業でも、それを可能

にする人材を探し協働で実施していくなど、常に外部を取り込み、広く連携

しながら目的とする事業が実施されていました。そうやって外部を取り込む

ことで、困難と思われた企画が実現でき、魅力ある公民館事業による面白い

まちにつながっていくのではと考えられます。 
 
 〇また、公民館で活動する住民の状況などが見えるよう、会館を開放的にす

るなど常に可視化され、参加者や来館者には、積極的に声掛けするなど気持

ち良くコミュニケーションが取られていました。そうすることで、また次も

来たくなるような気軽に集いやすい工夫がされていました。 
 
 

事例調査・アンケート調査からの考察 ４ 

(１) 「夜久野地域公民館・和田公民館」事例調査 
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◇社会教育委員会議での意見交換内容は下記のとおり 
・素晴らしい環境のなかでやれている 

・SNS を駆使したこまめな情報発信で、公民館を知るきっかけづくりが施されて

いる。 

・情報の内容が、公民館事業に限らず、地域の人、行事、季節の変化など、些細な

ことでも発信されている。 

・自分ができなくても、できる人を巻き込みながら実施されている。 

・ＳＮＳが不得意な世代にも直接会話し、情報を伝え、ニーズを掴みとれている。 

（SNS と会話の両輪） 

・利用者、訪問する人への声掛けにより人を寄せ付けている。 

・どういう人が会館を利用し、どんな人が活躍されているか展示などで可視化され

ている。 

・講座等がいつでも見えるよう、部屋や窓を開け気軽に可視化されている。 

・利用者の声など、質的なデータが取られ事業に生かされている。 

・休憩場所などは、利用者が気軽に集えるよう動線を考えた仕組みが施されている。 

・集いやすいゆるやかな入口づくりが工夫されている。 
 

② 公民館職員について 

 〇両公民館の館長、職員は、住民のための公民館としての役割を考え、常に

参加者の将来像を見据えながら、その事業に価値を付加し、情熱と思いを抱

きながら事業を実施されていました。そういう思いを持つ関係者のもとに集

う参加者は、より楽しく生き生きとした活動と、学びによる成長のなかで、

参加して良かった、また次も来てみたいと思える人が増え、自身の活動にさ

らに興味関心を持つようになるのではと考えられます。 
 
 〇また、ＳＮＳの他にも常に住民と会話し、多様化するニーズを捉えながら、

事業実施のためのアイディアに生かしていました。住民の声を聞き、それを

事業に生かすことで、自らのニーズが満たされ住民の満足感を得ることがで

き、職員と住民のつながりが生まれるのではないかと考えられます。事業成

功のカギは、社会の変化に応じたニーズをいかに実現していくかということ

と、館長や職員の情熱、熱意にあると考えられます。 
  
 〇両公民館の館長は、住民と住民をつなぐコーディネート役が自分の役割で

あると捉え、人のつながりを大切に思う館長でした。そして、参加者や来館

者に声をかけ、集いやすい雰囲気を醸し出していました。そうすることで、

人はまたそこへ寄りたくなるのではないか、そうやって人のつながりが生ま

れるのではないかと考えられます。 
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◇社会教育委員会議での意見交換内容は下記のとおり 
・人と人をつなげようという愛情がある。 
・良いことは沢山の人に広げたいという思いを持っている。 
・外部を巻き込むなど、つながりを大切にしている。 
・地域性もあるが、住民からも協力を得るなど、フォロワーを育成している。 
・失敗してもクヨクヨせず、次を向いて考えている。 
・館長と職員の関係が、仲間、チーム感という印象がある。 
・目標設定を明確にして事業を実施している。 
・手作感満載で、職員の住民に対する思いを感じる。 
・事業には知恵と勇気が盛り込まれている。 
・役割を与え ICT 習得のための研修をするなど人材を育成している。  

 
 
 
 

 舞鶴市社会教育は、様々なニーズに対応し、社会の変化に対応した人づくり・

地域づくりを進めるにあたり、特に３０代から５０代の住民にアンケート調査

を実施しました。アンケート調査の目的は、複雑に多様化した現代社会において、

多様な世代の積極的な社会参画を促進させ、少しでも多くの方が、各世代と関わ

りながら、地域に興味関心、誇りを持てる人材を育成するためにはどうしたら良

いかを考察するためのものです。アンケート用紙には全部で質問 1～質問 17 ま

でを記載しましたが、その分析結果について特に重要な点を抜粋し以下にまと

めました。 
 
＜配布・回収方法＞ 

①市民への郵送によるアンケート用紙の配布・回収 
…舞鶴市在住の 30～50 代の市民から 1000 名をランダムサンプリングし、

アンケート用紙を郵送し、アンケート調査の協力を依頼。 
…アンケート用紙に返送用封筒を同封し、郵送にてアンケート用紙を回収。 
…1000 通郵送し、359 件の回答を得た（回収率：35.9％）。 

 
②舞鶴市職員へのアンケート用紙の配布・回収 
…舞鶴市役所の 30～50 代の職員を対象に、アンケート用紙を配布し、アン

ケート調査の協力を依頼。 
…舞鶴市役所の各部署にアンケート用紙を配布し、部署ごとにアンケート調

子を回収。 
…638 通配布し、521 件の回答を得た（回収率：81.7％） 

(２) 「学びの機会」「交流の機会」意識調査 
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＜市民講座やサークル活動等にどの時間帯が最も参加しやすいか＞ 

〇「あなたが市民講座やサークル活動等に参加するとしたらどの時間帯が最も

参加しやすいですか。平日で１つ以上、土日で１つ以上、それぞれ○を付けて

ください。」と質問したところ、土日においては「土曜日の午前中」が最も参

加しやすいという結果になり、平日においては「金曜日の 18～21 時」の時間

帯が最も参加しやすいという結果となりました。 
 
〇平日の曜日だけで見ると、市民向けのアンケートでは金曜日の回答が最も

多く、次いで水曜日という結果になり、市職員向けのアンケートでは金曜日の

回答が最も多く、次いで木曜日という結果となりました。 
 
〇市民講座やサークル活動等に参加しやすい時間帯の回答結果をまとめたも

のが以下の図表です。 

 

 
 
〇さらに年齢別に傾向を分析してみると、「35～39 歳」「40～44 歳」の年齢層

が参加しやすい時間帯として「午前中」と回答した割合が高いことが分かりま

した。また、その年齢層で「午前中」と回答した人の大半が女性であり、学齢

期の子どもを持つ主婦層が、平日の午前中が参加しやすいと回答する傾向に

あります。 
 

月 火 水 木 金 土 日
午前中 26 28 31 29 25 121 99
12～18時 11 12 14 13 9 71 51
18～21時 32 42 53 43 82 47 21
21時以降 14 17 20 12 34 24 8

合計 83 99 118 97 150 263 179

市民（郵送）

月 火 水 木 金 土 日
午前中 16 8 17 10 11 190 122
12～18時 4 5 7 7 3 139 77
18～21時 66 105 79 138 161 95 43

21時以降 20 21 19 29 43 25 14
合計 106 139 122 184 218 449 256

市職員（庁舎内配布）
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＜どのような市民講座やサークル活動に参加したいと思うか＞ 

〇「以下の市民講座やサークル活動等について、それぞれどの程度参加したい

と思うか、最も当てはまる数字を１～６のうちから１つ選び○を付けてくださ

い。」という質問を設定し、次の 13 項目についてそれぞれ回答を得ました。 
（１）球技（野球、サッカー、バレー等）を行う教室・サークル 
（２）陸上、水泳競技を行う教室・サークル 
（３）アウトドア（ｷｬﾝﾌﾟ、BBQ、ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ等）を行う教室・サークル 
（４）ｱﾅﾛｸﾞｹﾞｰﾑ（将棋、ｶｰﾄﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑ等）を行う教室・サークル 
（５）デジタルゲームを行う教室・サークル 
（６）手芸や工作を行う教室・サークル 
（７）文芸活動（読書、俳句等）を行う教室・サークル 
（８）情報機器（電子工作、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ等）を取り扱う教室・サークル 
（９）歴史・文化について学ぶ教室・講座 
（10）健康づくりについて学ぶ教室・講座 
（11）防災について学ぶ教室・講座 
（12）子育てについて学ぶ教室・講座 
（13）地域振興や地域おこしについて学ぶ教室・講座 

 
〇この結果として、市民向けのアンケートでは「（10）健康づくりについて学

ぶ教室・講座」「（３）アウトドア（ｷｬﾝﾌﾟ、BBQ、ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ等）を行う教室・

サークル」「（６）手芸や工作を行う教室・サークル」の順に人気であり、市職

員向けのアンケートでは「（３）アウトドア（ｷｬﾝﾌﾟ、BBQ、ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ等）を行

う教室・サークル」「（10）健康づくりについて学ぶ教室・講座」「（11）防災に

ついて学ぶ教室・講座」の順に人気となりました。 
 
〇参加したいと思う市民講座やサークル活動の内容について、その回答結果を

まとめたものが以下の図表です。 

 

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）
全く当てはまらない 1 150 180 109 180 213 100 174 158 128 78 85 106 107

2 59 73 48 76 71 55 86 72 61 46 59 63 72
3 46 44 58 47 24 46 40 40 60 60 77 62 76

4 46 23 60 22 16 66 23 28 49 87 77 58 53
5 24 12 39 13 9 45 11 25 28 51 31 32 18

とても当てはまる 6 18 7 27 2 4 26 5 17 13 21 12 20 14

16 20 18 19 22 21 20 19 20 16 18 18 19
2.38 1.92 2.86 1.88 1.66 2.94 1.90 2.24 2.49 3.15 2.84 2.73 2.54
1.56 1.26 1.66 1.16 1.10 1.66 1.19 1.52 1.50 1.56 1.43 1.56 1.42

市民（郵送）

無回答・無効回答

平均値
不偏標準偏差
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〇さらに、性別・年齢別にて回答の傾向を見てみると、男性においては、概ね

どの年代においても「アウトドア」に関する関心が高く、若い層は「子育て」

について、50 代以上については「歴史・文化」「健康づくり」への関心が高い

ようです。一方、女性は、概ねどの年代においても「手芸や工作」と「健康づ

くり」への関心が高く、若い層は「子育て」「防災」「アウトドア」への関心も

高いということが分かりました。 
 
 
＜地域社会に関する意識について＞ 

〇「地域社会への意識や、地域との関わり方について、以下の各設問において

最も当てはまると思う数字を１～６の中から１つ選んで○を付けてください。」

という質問を設定し、次の 10 項目についてそれぞれ回答を得ました。また、

その結果が以下の図表の通りです。 
（１）舞鶴市は魅力的なまちだと思う 
（２）地域の住民と交流する機会がある 
（３）地域社会の中に気軽に相談できる人がいる 
（４）災害時に近隣住民と助け合える関係性を築いていると思う 
（５）自治会活動などの地域活動には参加している方だと思う 
（６）近隣地域で同じ趣味を持った仲間・友人がほしいと思う 
（７）地域関係なくオンラインで繋がれる仲間・友人がほしいと思う 
（８）近隣地域で身近に助け合える人間関係を築きたいと思う 
（９）地域の子どもへの教育活動に関わってみたいと思う 
（10）地域の障がい者支援に関わってみたいと思う 

 

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）
全く当てはまらない 1 196 226 141 227 248 171 228 191 148 110 140 177 154

2 88 111 86 132 127 111 135 110 113 107 112 113 122

3 71 79 88 79 82 83 76 87 107 112 103 103 127
4 75 51 98 36 27 74 35 63 69 105 99 60 57
5 38 19 55 13 9 42 16 33 45 49 32 30 27

とても当てはまる 6 30 12 31 9 4 16 6 11 14 14 11 13 10
23 23 22 25 24 24 25 26 25 24 24 25 24
2.52 2.12 2.87 2.00 1.86 2.50 1.98 2.33 2.58 2.84 2.61 2.38 2.42
1.59 1.32 1.58 1.20 1.08 1.46 1.18 1.39 1.42 1.39 1.36 1.37 1.29

市職員（庁舎内配布）

無回答・無効回答
平均値

不偏標準偏差
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〇この回答結果について性別・年齢別に分析をしてみると、男女どの年齢層に

おいても「（８）近隣地域で身近に助け合える人間関係を築きたいと思う」に

ついて関心が高く、身近に助け合える人間関係の重要性を認識していること

がうかがえました。しかしながら、実際に地域住民と交流する機会があったり、

助け合える関係性を築いてると思うかという質問に対しては、否定的な回答が

多く、近隣地域で人間関係を築くことが必要と思いつつも、自発的な交流の機

会の構築には至っていない現状がうかがえ、外からの何らかのきっかけづく

りが重要であると考えられます。 
 
 
＜「舞鶴市に魅力を感じる」と回答する人の傾向＞ 

〇「舞鶴市に魅力を感じるか」という質問に対して肯定的な回答を行った人が、

これまでにどのような経験をしてきた傾向にあるのか分析を行いました。 
 
〇その結果、住民が舞鶴市に魅力を感じているかどうかについては、「市外に

居住経験があり」「学生時代に友人と外で遊んだり」「友人とおしゃべりをして

すごしていたり」「家族以外の大人と交流する機会があったり」「学生時代から

地元地域は魅力的なまちだと思っていた」人ほど、舞鶴市に魅力を感じる傾向

にあるということが分かりました。 
 

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10）
そう思わない 1 48 60 76 67 82 52 84 24 64 62

2 58 90 84 87 60 59 86 30 64 92
3 106 90 78 83 71 79 81 80 95 78

4 87 63 59 64 65 72 50 84 72 65
5 33 30 34 35 47 54 30 82 33 29

とてもそう思う 6 18 15 20 13 25 33 19 50 21 18

9 10 8 10 9 9 9 9 10 9
3.15 2.88 2.86 2.86 3.03 3.38 2.75 3.91 3.03 2.84
1.34 1.36 1.47 1.39 1.57 1.80 1.46 1.41 1.43 1.44

市民（郵送）

無回答・無効回答

平均値
不偏標準偏差

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10）
そう思わない 1 46 50 87 61 68 69 108 31 72 84

2 67 96 110 97 74 81 110 41 99 107

3 118 145 142 149 105 124 129 111 142 166
4 153 144 105 129 119 117 95 163 116 107
5 93 53 41 51 92 77 40 106 48 27

とてもそう思う 6 31 19 22 18 48 38 21 54 27 12
13 14 14 16 15 15 18 15 17 17
3.54 3.22 2.94 3.13 3.47 3.33 2.83 3.86 3.10 2.84
1.34 1.26 1.35 1.28 1.51 1.46 1.39 1.31 1.36 1.23

無回答・無効回答
平均値

不偏標準偏差

市職員（庁舎内配布）
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〇この結果から、舞鶴での生活について家族関係だけの閉じられた人間関係

ではなく、他者との交流が頻繁にある人ほど地元地域に魅力を感じる傾向が

あると考えられます。特に、「市外での居住経験」が最も影響力が強く、舞鶴

以外の地域での生活を知っており、その地域との比較を通してより舞鶴の魅力

を認識することが可能になるとも考えられます。いずれにせよ、地域を支える

人材を育成するにあたっては、世代を超えた多様な人々との交流をうながす

とともに、他地域の現状についても情報を収集できるような環境が重要であ

るということが分かりました。 
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社会教育委員モデル事業 

                       令和３年１０月２０日実施 

目 的 ： 子どもから高齢者まで、ゆるやかさのなかで、幅広い世代がつ

ながりを持てるよう交流促進を図り、第 31 期社会教育委員会議建

議「各世代がつながる地域づくり～これからの舞鶴版社会教育の

仕組み～」の実践につながるようなモデル事業とする。 

 
参加者 

    ０歳から８０歳まで４８名参加 

〇朝来地域住民 

〇朝来幼稚園児年長組 

〇こそだてひろば「ひまわり」参加親子 

〇社会教育委員 

 

場 所  舞鶴市青葉山ろく公園内 

     グリーンスポーツセンター ログハウス周辺、宿泊棟内 

     社会教育モデル事業 × まちづくりサポートクラブ 

                 子育て支援事業 

  〇スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 ①１０時３０分 ・親と子の広場「ひまわり」（子育て支援事業） 

参加者受付開始、シャボン玉、七輪焼開始 

         ・朝来園児集合  

         ・地域住民集合 

 ②１１時００分 宿泊棟   参加者全体交流、読み聞かせ、ミニ演奏会 

 ③１２時００分 社会教育モデル事業終了 

9：30     10:30             11:00                             12:00                  

ログハウス内  親と子の広場「ひまわり」開始 

周辺       演奏、シャボン玉、七輪焼、野外遊び等実施 

園児、地域住民 

自由交流 

宿泊棟   参加者交流 

読み聞かせ 

ミニ演奏会 

モデル事業 

終了 
準備等 

まちづくりサポートクラブ 

子育て支援事業 

(２) モデル事業の実践 
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お楽しみ会までの自由時間（宿泊棟及び周辺） 

幼児、園児への読み聞かせ 

ミニ演奏会（自由交流） 

まちづくりサポートクラブ子育て支援事業 

親と子の広場「ひまわり」（おでかけひまわり＠青葉山ろく公園） 

自己紹介 演奏会 自然に歌い出す 

肩たたき交流 自分で動き出す 終了後交流 

参加者同士シャボン玉遊び 七輪で焼き焼き 癒しの音楽 
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 ＜社会教育モデル事業を終えて＞ 

 社会教育モデル事業では、ゆるやかにつながることをテーマに、なんとなく始

まり、なんとなく人が集まりながら実施しました。 

 

  （社会教育委員会議意見） 

 ・ミニ演奏会では、皆が楽しそうに歌い出し、音楽をきっかけに一つになれた。 

  音楽は人をつなぐのは本当だった。 

 ・演奏に合わせて、手話で歌い、肩たたきなど織り交ぜた結果、更に交流が深まった。 

 ・それぞれで活動する分野を持ち寄りながら、一つのものが出来たことは意義があった。 

 ・読み聞かせ、演奏会など皆で一緒にすることでスタッフ同士のつながりも深まった。 

 ・皆が何かをきっかけに集まり、一つのことをすることは盛り上がる。 

 ・ゆるりと行う事業の中で、自分で動き出し、人と会話し、協力することが形に見えた。 

 ・楽しさのなかで人は動くことがわかった、自分も楽しくなければ人は動かないと思った。 

 ・天候が悪かったので仕方ないが、もう少し地域住民と屋外でも交流できれば良かった。 

 

 ＜まとめ＞ 

  今回実施した社会教育モデル事業は、舞鶴版社会教育基本理念「ゆるやかに

人がつながる地域社会」を実現するため、その拠点となる集いの場で議論して

きた内容を実践検証し、今後のモデル事業にしていただくことを目的に実施

しました。 

  モデル事業では、きっちりした型にはめないプログラムで、ゆるやかな雰囲

気の中、音楽演奏や読み聞かせをし、小さな関係づくりから始まり、人と人が

つながっていくことが実現されたように思います。参加者は、楽しさの中で自

由に歌い、自ら行動し会話が弾み、また、関係者相互でも、例えば打ち合わせ

のなかで会話することで、相手を今までよりも深く知り、協働して一つの事業

を創り上げることが出来たように思います。参加者全員が他の参加者一人一

人と交流できるような環境づくりという面では課題が残りましたが、この様

な雰囲気の中で、つながることができたのは、楽しさが人を動かしていること、

当事業運営関係者のコーディネート力や熱意であったと思います。 

  以上のことから、人が集う場では、集いの場のあり方で述べた、①個人と社

会をつなぐ場、②自己の成長が得られる場、③自身が当事者になる場という役

割が実現されることが実証できたのではないかと考えます。そして重要なこ

とは、参加者に楽しんでもらい事業を成功させようという関係者の想いや熱

意が、良い結果につながったのではないかと考えると、関係する方々の役割は

非常に大切で、そのような人材が求められていることも実証できたのではな

いかと考えます。そして、ゆるやかさの中においては、参加者が負担を感じず、

楽しさを得て、主体的に行動する原動力につながるのではないかと考えます。 
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おわりに 
 
○第３１期社会教育委員会議は、前期社会教育委員会議の建議「人をつくり、地

域を創造する生涯学習社会の推進」を実践し、各世代がつながる地域社会を創造

するための議論をしてきました。そのテーマの大きさと重要性から、今期会議で

は、福知山市夜久野地域公民館長を招いての講演、高浜町和田公民館への視察、

アンケート調査の分析、舞鶴市公民館長との合同会議など、実際に見て、聞いて、

感じながら研究し、実に充実した議論を深めてまいりました。 
 
○地域社会においては、地縁・血縁を基盤とした団体が地域コミュニティの中心

でありましたが、近年における人口減少と少子高齢化、価値観の多様化などから、

加入率の低下や組織の解体、人々の無関心から生じる希薄化の進行等により、住

民がそのネットワークから孤立していると言われています。その様な状況のな

かで、社会教育は、人と人とを紡ぐ固有の社会基盤となるものであり、その拠点

となるのが集いの場であると考えました。 
 
○人と人をつなぐものは、地縁・血縁の他にも個人の興味関心、趣味など様々で、

それらは、孤立しがちな人々を社会とつなぎ、ゆるやかなつながりを創り出すこ

とができるセーフティネットであると考えます。そして、そのプロセスこそが、

小さな社会を沢山創り出し、ぼんやりとつながりながら、人を成長させ、まちの

活性化につながっていくのではないかと考えます。社会の変化により人々のニ

ーズなども多様化しますが、そこに対応できるのは、結局は人の熱意、想いであ

り、その重要な役割を担うのが、集いの場に関係する方々であることを再認識し、

今回建議での人材像として共有することが重要であるとの結論に至りました。 
 
〇今後は、各世代がつながる地域社会を創造していくため、その時に応じた取り

組みが進んでいかなくてはなりません。舞鶴市では、公民館など各拠点施設、と

りわけ令和３年度新設された、多世代交流施設「まなびむ」を中心に、各世代の

つながりづくりが推進されていくものと推察しますが、各公民館など拠点施設

では、住民と一体となった世代間活動が継続できるよう、地域の特色に合わせた

取り組みを構築していく必要があり、今後取り組むべき課題であると考えます。

そういう意味において、この建議書が少しでも地域づくり・人づくりの実践事業

に生かされ、地域社会の発展につながることを願うものであります。 
 

舞鶴市第３１期社会教育委員会議 
会長 福原 習作 
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①第３１期舞鶴市社会教育委員会議審議記録 

回数 開催日 審議内容 

第 １回 令和２年 ５月１４日 

○委嘱書交付 

①平成３０年度社会教育関係団体への補助金の交

付について 

②今期社会教育委員会議テーマ設定等について 

第 ２回 令和２年 ８月 ３日 

○講演 

演題  夜久野の郷づくりと公民館活動 
～社会教育の力でできること～ 

 

講師  福知山市夜久野地域公民館 
館長 大本 夏代 氏  

①講演を終えての意見交換 

②集いの場のあり方について 

第 ３回 令和２年１０月 ５日 

①集いの場のあり方について 

 前回意見とりまとめ 

②仕掛けづくり方向性、関係する方々の意識 

の持ち方について 

③アンケート調査について 

第 ４回 令和２年１２月２３日 

①仕掛けづくり方向性、関係する方々の意識 

の持ち方についてまとめ 

②建議中間報告 

第 ５回 令和３年 ３月２６日 

高浜町和田公民館視察及び意見交換会 

①施設見学 
②館長から事業等紹介 

③意見交換会 

第 ６回 令和３年 ５月２１日 

①令和３年度社会教育関係団体への補助金の 

交付について 

②和田公民館視察に関する意見交換 

第 ７回 令和３年 ８月 ３日 
①和田公民館視察後の意見交換取りまとめ 

②社会教育委員モデル事業について 

 令和３年１０月２０日 社会教育モデル事業実施 

第 ８回 令和３年１１月１６日  
① 社会教育モデル事業について 

② 建議案について 

第 ９回 令和４年１月２４日 建議案について 

第 10 回 令和４年２月１７日 教育長報告会 
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第１１回 令和４年２月２２日 市長報告会 

第１２回 令和４年３月２２日 来季社会教育委員会議テーマについて意見交換 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 *引用・参考文献 
 ・牧野篤 「公民館をどう実践していくのか‐小さな社会をたくさんつくる②」 

 ２０１９年 東京大学出版会 
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②第３１期舞鶴市社会教育委員 

            （任期：令和２年４月１９日～令和４年４月１８日） 

No 氏  名 選 出 区 分 備  考 

１ 江上 直樹 学識経験者  

２ 大泉 邦暉 社会教育関係者  

３ 龜井 貴子 学校教育関係者  

４ 川上 精一 社会教育関係者  

５ 谷口 英子 家庭教育関係者 副会長 

６ 田中 美香子 社会教育関係者  

７ 畠中 好野 家庭教育関係者  

８ 福原 習作 社会教育関係者 会長 

９ 藤村 文美 社会教育関係者  
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③今日における世代間のつながりづくりについて 

全国的傾向参考資料 

 【社会教育に関する一般的課題と参考事例】（＊江上社会教育委員提供資料抜粋） 
－優良公民館表彰から見るポイント－ 
＜2018 年度公民館の概要 複合語リスト＞ 

 
 
 
 
【社会教育に関する一般的課題と参考事例】（＊江上社会教育委員提供資料抜粋） 
 －優良公民館表彰から見るポイント－ 
 
 －優良公民館表彰のポイントを踏まえた参考事例－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜2018 年度公民館の概要 共起ネットワーク＞ 
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＜2019 年度審査委員評価コメント 複合語リス＞ 

＜2019 年度審査委員評価コメント 共起ネットワー
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④社会教育委員会議議論内容 

 

 

〇集いの場のあり方 
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〇関係する方々の意識の持ち方 
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〇これからの舞鶴版社会教育の仕組み 
 

 
 
 
 



33 
 

④事例調査 

 
 
 

  ○講演から学ぶ  令和 2 年 8 月 3 日 

  演題 「夜久野の郷づくりと公民館活動」 

       ～社会教育の力でできること～ 

   講師 福知山市立夜久野地域公民館  

       大本 夏代 館長 

   
１ 福知山市の公民館組織 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 夜久野地域について 

 ・人口 ３，２１１人  世帯数 １，４９２世帯 

  児童生徒数（小学生）９３人 （中学生）４０人 （保育園児）５２人 

 ・高齢化率５１．４％ 

 
 
 
 
 
 

① 夜久野地域公民館 



34 
 

 
 

３ 公民館の役割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 夜久野公民館活動 

（１）活動事例一部 
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（２）事業の方向性 

〇学習と連帯の輪づくり 

 夜久野地域公民館の事業は、そこに参加する住民が学びを得ることで、

目の前に見えている課題や現実だけではなく、他の可能性への気づきを

通じて、自らができることを促すことで、個人が成長し、そのことが仲間

にも好影響を与えながら地域の財産になるよう活動につなげています。 

 

〇地区公民館の役割 

各公民館の活動が、地区単位ならではの地域に根ざした活動につながる

ような取り組みを進めています。 

 
（３）事業に関係する職員として 

 夜久野公民館では、職員一人一人が以下のような意識を持ちながら、事

業を実施しています。 

〇地域住民、さらには地域が今後どうなってほしいか、将来的なビジョ

ンを持つ。 

〇日頃から、あんなこと、こんなことが出来たらとアイデイアを書き留

めている。 

〇困難な事業であっても、巡ってきた実現のチャンスは積極的に掴み取る。 

〇参加者が参加しやすい雰囲気づくり、ユニークな事業づくりを心掛ける。 

〇多様な世代が参加しやすい事業づくりを心掛ける。 

〇常に未来志向で考える。 

〇他人のアイディアは否定しない、できる方法を考える。 
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○視察から学ぶ  令和３年３月２６日 

    「高浜町和田公民館（うらら）」人づくり事業視察及び意見交換会 

講師 村宮館長 

        

 １ 館内見学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
〇公民館事業、地域の様子など、可視化が施されている 
〇休憩場所、落書ボードなど、住民が気軽に集い、歓談できる工夫が施されている 

 〇利用しやすい備品類、若年者のニーズを捉えた貸部屋を備えてある 
 

２ 令和２年度の主な公民館事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 和田公民館 
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 〇世代間交流や地域愛を育てる事業中心 
  交流することで参加者が何かを感じ、学ぼうとする態度を芽生えさせる 
 〇地域課題解決につながる事業を 
  インバウンドに対応する（子どものイングリッシュデイ） 
  ブルーフラッグ取得に関わる（海の生き物調査等） 
  Etc 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 館長、職員が考える公民館事業 

 ① 集いの場の役割 
  キャッチフレーズ「笑顔が集う町の縁側」 
  〇「つどう」・・・生活のなかで気軽に人々が集うことができる場 
  〇「まなぶ」・・・自らの興味関心に基づいて、知識や技術を学ぶための場 
  〇「むすぶ」・・・地域のさまざまな機関や団体との間にネットワークを形成する 
 ② 事業の考察 
  常に世代間交流や地域愛を育てる事業を中心に考え、地域課題解決につながる 
  事業を心掛ける 
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〇ＰＤＣＡサイクルの実施を徹底 
  〇住民ニーズは、地域に入り、住民との会話から掴み取る 
  〇ＳＮＳによるこまめな情報発信 
  〇公民館事業だけでなく、地域の行事、人、季節の変化も情報発信する 
  〇女性職員など様々な目線から事業考察 
 
② 館長、職員の意識 

  〇人と人をつなげるのが公民館職員の役割だと思う 
  〇意外なものに人気が出るため、アイディアは否定しない 
  〇新たな事業を考察するときは、完璧を目指さず、とにかくやってみる 
  〇子どもには本物を体験させていく 
  〇多くの人の関係を広げるためにも公民館には沢山来てほしい、そういう意味で 
   公民館は住民をつなぐ入口としてのカルチャーセンターでも良いと思っている 
 
 ③ 今後の課題 
  〇中年層や男性を取り込むため公民館や事業の工夫が必要 
  〇「オンライン講座」のためのＺｏｏｍなどアプリのインストール周知徹底 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


